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・
紀
の
川
市
新
庁
舎
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
落
札
し
た
東
洋
建
設
株
式
会
社
と
、

４３
億
３
千

２６１
万
５
千
円
で
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
議
決

し
ま
し
た
。

・
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
（
１
件
）

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
（
１
件
）

・
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
（
１４
件
）

・
専
決
処
分
の
承
認
（
１
件
：
紀
の
川
市
税
条
例
の
一
部
改
正
）

・
紀
の
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

・
紀
の
川
市
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
紀
の
川
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

・
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
22
年
第
3
回
定
例
会

 

平
成
２２
年
第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
２７
日
か
ら
９
月
２４
日
ま
で
の
２９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

 

本
定
例
会
で
は
、
７１
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

承
認･

可
決
し
ま
し
た
。

 

ま
た
一
般
質
問
で
は
、
９
名
の
議
員
が
登
壇
し
当
面
の
行
政
課
題
を
質
し
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
か
ら
父
子
家
庭

に
も
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
所
得
に

よ
る
支
給
制
限
は
あ
り
ま
す

　

補
正
予
算
の
総
額
は
、
５
億
１
千
５２３
万
１
千
円
で
し
た
。

　

実
施
す
る
事
業
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

が
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活

の
安
定
と
子
ど
も
の
福
祉
増

進
を
図
り
ま
す
。

（
１
千

６５０
万
円
）

　

雨
天
時
に
水
が
た
ま
り
、

歩
き
づ
ら
か
っ
た
駐
車
場
を

舗
装
し
ま
す
。

（
３７７
万
８
千
円
）

児
童
扶
養
手
当
事
業

長
田
保
育
所
駐
車
場
舗
装
改
修
事
業

新庁舎完成イメージ

主な議決事項

平
成
22
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
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２
０
１
５
年
の
紀
の
国
わ

か
や
ま
国
体
で
、
本
市
に
お

い
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
が

開
催
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

成
年
女
子
の
国
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
チ
ー
ム
を
招
き
、
和
歌

山
県
選
抜
チ
ー
ム
と
対
戦
し

て
、
わ
が
ま
ち
の
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
地
域
で
盛
り
上
げ
て

い
く
事
業
で
す
。

（
１９５
万
９
千
円
）

紀の川市議会だより No.15 平成22年［2010］

わ
が
ま
ち
ス
ポ
ー
ツ
補
助
金
事
業

　

災
害
の
未
然
防
止
と
被
害

の
軽
減
の
た
め
地
下
に
防
火

水
槽
を
設
置
し
た
消
防
器
具

庫
を
西
大
井
地
区
に
建
築
し

ま
す
。（
１
千

８１４
万
３
千
円
）

粉
河
中
学
校
移
転
に
伴
う

　
　
　

設
計
・
調
査
業
務
委
託
事
業

消
防
施
設
整
備
事
業

　

公
営
住
宅
及
び
改
良
住
宅

の
快
適
な
住
環
境
を
確
保
す

る
た
め
、
新
た
な
浄
化
槽
改

修
工
事
の
設
計
業
務
を
委
託

し
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
改
修
工
事

や
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

工
事
の
追
加
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
（
１
千
６８９
万
円
）

公
営
住
宅
等
管
理
整
備
事
業

平成21年度に完成した消防器具庫（地下に防火水槽を併設）

粉河中学校建設予定地

　

粉
河
中
学
校
の
移
転
に
伴

い
、
移
転
先
用
地
の
土
壌
調

査
業
務
・
基
本
設
計
な
ら
び

に
実
施
設
計
業
務
を
委
託
し
、

生
徒
が
安
全
で
安
心
し
て
学

習
出
来
る
教
育
環
境
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

（
２
千

６０６
万
９
千
円
）
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平
成
21
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
決
算

特別会計決算

公営企業会計決算

歳入総額 347億9,258万円
（平成20年度　268億5,538万円）

歳入総額 173億7,789万円

歳出総額 169億9,125万円

歳出総額 339億9,545万円
（平成20年度　261億6,988万円）

　

平
成
１９
年
度
に
桃
山
町
の

南
東
部
と
鞆
淵
地
区
、
高

野
・
五
百
谷
地
区
で
、
平
成

２０
年
度
に
神
通
・
中
畑
地
区

で
光
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
テ
レ

ビ
の
難
視
聴
を
解
消
し
ま
し

た
。
ま
た
、
共
聴
組
合
で
１２

カ
所
８８７
世
帯
も
解
消
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

た
だ
し
現
在
、
新
た
に
７

カ
所
２８０
世
帯
が
視
聴
で
き
な

い
見
込
み
で
あ
る
と
把
握
し

て
い
ま
す
。
こ
の
７
カ
所

は
、
更
に
詳
細
な
調
査
を
行

い
現
在
の
状
況
を
把
握
し
、

難
視
聴
の
解
消
に
向
け
取
組

ん
で
い
き
ま
す
。

①
難
視
聴
地
域
の
現
状
は

　

平
成
２１
年
度
に
新
た
に
家

庭
児
童
相
談
を
受
け
た
の
は

９６
人
で
延
べ
相
談
件
数
は
６５９

件
で
す
。
厚
生
労
働
省
よ

り
、
相
談
に
も
れ
が
な
い
よ

う
月
に
一
回
程
度
定
期
的
に

保
育
所
、
学
校
等
と
連
絡
を

取
り
合
う
作
業
を
今
年
９
月

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
の
中
で
一
時

保
護
は
年
間
４
、
５
件
あ
り

ま
す
。
全
体
の
件
数
は
、
児

童
相
談
所
に
直
接
相
談
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
そ
れ

以
上
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
の
対
応
に
つ

い
て
は
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

で
、
国
や
県
を
経
由
し
て
児

童
相
談
所
に
つ
な
が
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
町
村

で
は
、
夜
間
対
応
は
実
施
し

て
い
ま
せ
ん
。

③
虐
待
は
社
会
悪

　

生
活
保
護
に
関
す
る
相
談

は
平
成
２１
年
度
に
１６３
件
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
内
、
保
護
申

請
が
６３
件
、
廃
止
が
３２
件
、

取
り
下
げ
が
６
件
で
し
た
。

　

生
活
保
護
世
帯
数
は
、
平

成
１８
年
に
１８９
世
帯
の
２３０
人
で

あ
り
ま
し
た
。
平
成
２１
年
３

月
末
で
は
１８０
世
帯
で
２１７
人
で

し
た
が
、
平
成
２２
年
７
月
末

で
は
２２０
世
帯
を
超
え
て
い
ま

す
。
４
人
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
で
対
応
し
て
い
ま
す
が

相
談
、
訪
問
等
に
困
難
を
極

め
て
い
ま
す
。

④
景
気
の
悪
化
が
原
因
か

　

戸
籍
簿
に
戸
籍
だ
け
残
っ

て
い
る
１００
歳
以
上
の
高
齢
者

は
、
調
査
を
行
っ
た
結
果
７１１

人
で
最
高
齢
者
は
１６４
歳
の
女

性
の
方
で
し
た
。

　

今
後
は
、
法
務
局
と
相
談

し
明
ら
か
に
生
存
さ
れ
て
い

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
法
務

局
の
許
可
を
得
て
戸
籍
の
消

除
等
を
行
い
ま
す
。

⑤
最
高
齢
は
１６４
歳

　

固
定
資
産
税
は
、
平
成
２１

年
度
当
初
課
税
額
が
３５
億
１

千
８７０
万
円
で
、
納
税
義
務
者

は
約
３
万
５００
人
で
す
。

　

報
奨
金
に
つ
い
て
は
、
支

払
額
が
４
千
１５３
万
円
で
、
固

定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
の

う
ち
前
納
で
納
付
さ
れ
た
方

は
約
７８
％
で
す
。

　

前
納
報
奨
金
制
度
は
、
市

民
税
は
平
成
２３
年
度
か
ら
な

く
な
り
ま
す
が
、
固
定
資
産

税
は
継
続
し
ま
す
。

②
前
納
報
奨
金
ど
う
な
る
の

　

桃
源
郷
運
動
公
園
は
、
環

境
の
良
い
施
設
を
整
え
る
た

め
不
足
す
る
備
品
は
市
が
補

充
し
、
委
託
管
理
し
て
い
ま

す
。
管
理
は
、
所
長
と
管
理

人
１
人
の
常
時
２
人
体
制
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

備
品
の
使
用
や
施
設
の
利

用
時
間
は
、
都
市
公
園
条
例

で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
今

後
、
市
民
の
方
が
使
い
や
す

い
柔
軟
な
対
応
を
行
い
利
用

度
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑥
運
動
公
園
利
用
度
ア
ッ
プ

　

紀
の
川
市
が
合
併
に
よ
り

認
め
ら
れ
た
特
例
債
の
限
度

額
は
、
基
金
造
成
分
で
３３
億

３
千
４５０
万
円
、
建
設
事
業
分

で
３５５
億
１
千
９３６
万
円
で
す
。

　

借
入
額
は
、
平
成
２０
年
度

に
１７
億
２
千
７９０
万
円
、
平
成

２１
年
度
が
３９
億
１
千
３３０
万
円

で
平
成
２２
年
度
は
２１
億
３３０
万

円
の
借
り
入
れ
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

⑦
合
併
特
例
債
は

　

市
税
の
滞
納
者
数
は
、
平

成
２１
年
度
の
７
月
現
在
で
５

千
３５５
人
、
滞
納
金
額
は
、
一

般
会
計
分
で
累
計
総
額
７
億

９
千
８２１
万
１
千
１８５
円
あ
り
ま

し
た
。

　

滞
納
処
分
の
方
法
は
、
ま

ず
納
税
者
が
納
期
限
ま
で
に

完
納
さ
れ
な
い
場
合
、
納
期

限
か
ら
２０
日
以
内
に
督
促
状

を
出
し
、
納
付
し
な
け
れ
ば

そ
の
後
１１
日
目
か
ら
国
税
徴

収
法
の
規
定
に
よ
り
滞
納
処

分
を
行
い
ま
す
。

　

滞
納
処
分
は
、
催
告
状
、

差
し
押
さ
え
の
予
告
書
を
発

送
し
、
財
産
調
査
の
の
ち
差

し
押
さ
え
を
執
行
し
ま
す
。

　

平
成
２１
年
度
は
、
不
動
産

２７
件
、
普
通
債
権
２８１
件
の
差

し
押
さ
え
を
執
行
し
て
い
ま

す
。

　特定の事業を行う時、一般会計と区分し経理する必要があるとき
に設置できる会計で紀の川市では、国民健康保険・介護保険事業勘
定・公共下水道事業・簡易水道事業・財産区特別会計等の２８会計
があります。

　紀の川市の公営企業会計は、水道事業会計と工業用水道事業会計
の２会計です。

⑧
市
民
の
義
務
で
す
よ

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

水道事業会計
14億2,958万円
12億3,295万円
16億7,706万円
19億7,493万円

工業用水道事業会計
3,983万円
2,254万円
9,850万円
9,631万円

※児童虐待ホットライン 0570-064-000

※金額は万円単位
四捨五入で表示しています。

※

県内トップクラスの桃源郷運動公園
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市政を問う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので市議会事務局議事調査課までお問

い合わせください。（TEL ７7ー０８９２）

6

榎本　喜之　議員

　 ● 各支所等の今後の利用について

寺西　健次　議員

　 ● まちづくりについて

石井　仁　議員

　 ● 学童保育について

　 ● 不妊治療への支援について

田代　範義　議員

　 ● 給食費の未納者への徴収対策

　 ● 小中学校に扇風機を

西川　泰弘　議員

　 ● 農業振興について

岡田　勉　議員

　 ● 高齢者への生活支援について

　 ● 粉河中学校の移転改築について

井沼　武彦　議員

　 ● 人口増加対策について

吉田　隆三郎　議員

　 ● ごみの減量化、資源化の推進について

　 ● 高齢者の安否確認、孤立防止について

坂本　康隆　議員

　 ● 道路整備促進について
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新
し
い
庁
舎
が
建
設
さ
れ

行
政
機
能
が
集
約
さ
れ
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
中
、
現
在

あ
る
支
所
の
建
物
や
土
地
は

ど
の
よ
う
に
利
活
用
し
て
い

く
の
か
。
地
域
住
民
の
意
見

を
反
映
し
て
い
く
方
法
は
ど

う
し
て
い
く
の
か
、
民
間
利

用
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
休
校
と
な
っ
て
い
る

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。 問

　

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

高
齢
者
の
所
在
確
認
の
実
状

は
ど
う
か
。

問
　

将
来
の
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
、
長
期
総
合
計
画
を

策
定
し
た
。
そ
の
中
に
、
平

成
２９
年
度
人
口
を
７
万
人
と

設
定
し
た
が
、
年
々
人
口
が

減
少
し
て
現
状
で
は
６
万
８

千
７４
人
で
あ
る
。
今
後
の
人

口
増
加
策
は
。

問

　

紀
の
川
市
に
は
廃
校
の
校

舎
は
な
い
。

　

休
校
で
３
校
保
有
し
て
い

る
が
、
当
該
学
校
区
の
区
長

や
議
員
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
廃
校
措
置

も
検
討
し
て

い
く
。

　

現
在
は
休

校
中
で
あ
り

民
間
利
用
は

で
き
な
い
も

の
と
考
え
る
。

ま
た
、
耐
震

に
対
し
て
も

不
適
格
建
物

で
あ
り
廃
校

後
は
解
体
せ

ざ
る
を
得
な

い
も
の
と
考

え
る
。　

　

各
支
所
は
昭
和
５６
年
以

前
の
建
物
で
耐
震
性
や
施
設

整
備
に
課
題
が
残
っ
て
い
る
。

恒
常
的
に
使
用
す
る
に
は
改

修
工
事
等
が
必
要
と
な
る
が
、

市
民
の
身
近
な
窓
口
と
し
て

十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
で
支
所
機
能
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。

答

総

務

部

長

答

教

育

部

長

　

新
し
い
庁
舎
が
で
き
る
こ

と
に
と
も
な
い
支
所
機
能
、

分
庁
舎
の
建
物
、
跡
地
利
用

は
大
き
な
課
題
だ
と
考
え
る
。

　

民
間
利
用
は
難
し
い
面
が

あ
る
が
、
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
新
築
や
移
転
を
、
議
会

と
相
談
し
な
が
ら
地
域
住
民

の
利
便
性
を
考
え
進
め
て
い

く
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、

そ
の
地
域
で
長
年
利
用
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
市
が

独
断
で
決
定
し
て
い
く
も
の

で
な
い
と
考
え
る
。
地
域
の

方
々
と
十
分
相
談
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
。

答

市

長

　

１００
歳
以
上
の
方
は
１７
人
住

ん
で
お
ら
れ
る
。
市
で
は
長

寿
祝
い
事
業
と
し
て
１００
歳
の

誕
生
日
に
、
ま
た
１０１
歳
以
上

の
方
へ
は
敬
老
の
日
に
訪
問

し
記
念
品
を
渡
し
て
い
る
。

　

今
後
は
１００
歳
以
下
の
方
へ

の
所
在
確
認
も
実
施
し
て
い

き
た
い
。

答

保
健
福
祉
部
長

　

今
後
は
住
宅

政
策
に
力
を
入

れ
た
い
。
誰
も

が
紀
の
川
市
で

住
み
た
い
と
い

わ
れ
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を

実
施
し
、
平
成

２９
年
度
目
標
人

口
７
万
人
を
達

成
で
き
る
よ
う

頑
張
り
た
い
。

答

市

長

　

現
在
市
で
管
理
し
て
い
る

住
宅
は
４１７
戸
あ
る
。
す
で
に

老
朽
化
し
て
い
る
住
宅
も
あ

り
、
用
途
廃
止
も
視
野
に
入

れ
、
集
約
化
を
し
て
、
国
の

補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
、

建
て
替
え
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

答

建

設

部

長

　

合
併
時
は
人
口
７
万
人
を

超
え
て
い
た
が
、
除
々
に
減

少
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
は

出
生
者
よ
り
も
死
亡
者
が
多

く
、
ま
た
転
入
者
よ
り
も
転

出
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
た

め
で
、
合
併
以
来
企
業
誘
致

を
し
て
雇
用
の
確
保
に
つ
と

め
、
子
育
て
支
援
策
や
、
学

校
の
安
全
化
対
策
等
に
と
り

組
ん
で
来
た
。

　

更
に
今
年
度
「
人
口
増
加

対
策
検
討
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
て
お
り
総
合
的
な
施
策

を
実
施
し
、
人
口
増
加
を
は

か
っ
て
い
き
た
い
。

答

企

画

部

長

各
支
所
等
の
今
後
の
利
用

人
口
減
少
化
に
歯
止
め
を

　

人
口
増
加
対
策
の
一
環
と

し
て
住
宅
対
策
、
特
に
市
営

住
宅
拡
充
へ
の
今
後
の
考
え

は
。 問

住宅政策で人口増加を

粉河分庁舎

市営住宅

榎本　喜之　議員
　

住
民
の
意
見
を
反
映
す
る

た
め
、
市
民
の
代
表
で
あ
る

議
会
と
十
分
検
討
を
重
ね
て

い
く
。

　

ま
た
、
民
間
の
利
用
に
つ

い
て
は
耐
震
性
や
施
設
面
で

課
題
が
あ
り
、
大
幅
な
投
資

が
必
要
で
あ
り
難
し
い
と
考

え
る
。　
　
　

寺西　健次　議員
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学
童
保
育
に
通
う
児
童
数

は
、
こ
の
５
年
で
倍
増
し
市

内
５
ケ
所
で
40
人
を
超
え
、

大
規
模
化
が
進
ん
で
い
る
。

施
設
や
設
備
整
備
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

問

　

公
設
民
営
な
の
で
、
指
導

員
の
雇
用
条
件
は
、
運
営
主

体
ご
と
に
違
う
。
委
託
料
の

算
定
の
基
と
な
る
雇
用
条
件

の
充
実
に
向
け
て
運
営
主
体

と
今
後
も
協
議
し
て
い
く
。

　

学
校
の
空
き
教
室
や
近
隣

の
公
共
施
設
の
活
用
を
基
本

に
、
今
後
施
設
の
改
善
が
必

要
な
と
こ
ろ
は
、
順
次
改
修

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

答

　

不
妊
治
療
に
対
す
る
市
と

県
の
助
成
制
度
に
市
独
自
の

上
乗
せ
を
し
て
は
ど
う
か
。

問
　

県
下
の
八
市
協
議
会
で
、

助
成
制
度
の
上
限
額
の
拡
大

を
要
望
し
て
い
る
。

答

保
健
福
祉
部
長

答

保
健
福
祉
部
長

豊
か
な

　

放
課
後
を

　

子
ど
も
が
欲
し
い
と
望
む

夫
婦
に
と
っ
て
、
不
妊
治
療

は
、
経
済
・
精
神
的
に
負
担

が
大
き
い
。
不
妊
治
療
へ
の

市
の
取
り
組
み
の
現
状
は
。

問
　

一
般
不
妊
治
療
の
助
成
額

は
、
１
年
度
に
つ
き
３
万
円

で
、
連
続
す
る
２
年
間
ま
で

助
成
を
受
け
ら
れ
る
。
昨
年

答

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

子
ど
も
が

  

欲
し
い
け
ど

石井　仁　議員

　

学
童
保
育
の
委
託
費
は
、

主
任
指
導
員
に
は
時
給
１
千

100
円
、
一
般
の
指
導
員
に

は
750
円
が
基
準
に
な
っ
て

い
る
が
、
実
際
に
は
、
各
学

童
施
設
で
、
指
導
員
を
増
や

し
て
い
る
こ
と
か
ら
市
の
基

準
よ
り
も
低
く
な
っ
た
り
、

有
給
休
暇
も
無
か
っ
た
り
す

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
指
導
員

の
待
遇
を
少
し
で
も
改
善
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

問

の
申
請
は
18
件
で
年
々
増
加

し
て
い
る
。

　

体
外
受
精
や
顕
微
授
精
が

対
象
と
な
る
特
定
不
妊
治
療

へ
の
助
成
は
、
県
の
事
業
で
、

昨
年
の
申
請
は
25
件
で
、
こ

の
申
請
者
数
も
増
加
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

田代　範義　議員

　

給
食
費
未
納
者
へ
の
徴
収

対
策
は
。

問
　

給
食
費
は
、
学
校
給
食
法

で
保
護
者
の
負
担
と
す
る
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。
滞
納
は

負
担
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と

に
な
り
問
題
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
け
る
滞
納
は
平

成
21
年
度
の
滞
納
額
は
、

８
小
・
中
学
校
で
20
人
、

５５
万
４
千
７７０
円
、
全
体
の
生

徒
数
の
割
合
で
は
約
0.3
％

と
な
っ
て
い
る
。

　

対
策
と
し
て
滞
納
者
へ
の

督
促
・
徴
収
に
つ
い
て
は
、

学
校
が
中
心
と
な
り
教
育
委

員
会
と
連
携
し
て
行
っ
て
い

る
。
未
納
者
の
多
く
は
保
護

者
の
モ
ラ
ル
欠
如
に
よ
る
割

合
が
高
い
。

　

今
後
の
対
応
と
し
て
、
各

学
校
の
滞
納
状
況
を
把
握
し
、

答

教

育

部

長

　

暑
さ
の
た
め
子
ど
も
た
ち

が
授
業
に
身
が
入
ら
な
い
、

ま
た
気
分
が
悪
く
な
る
子
ど

も
も
い
る
と
聞
く
。
新
し
く

建
て
た
学
校
に
は
冷
房
設
備

は
完
備
さ
れ
て
お
り
、
現
在

つ
い
て
い
な
い
小
・
中
学
校

に
早
く
扇
風
機
の
設
置
を
す

べ
き
と
思
う
が
。

問

　

中
学
校
で
は
貴
志
川
中
学

校
と
荒
川
中
学
校
に
ク
ー

ラ
ー
を
設
置
、
現
在
改
築
予

定
の
打
田
中
学
校
（
23
年

度
完
成
）
粉
河
中
学
校
（
25

年
度
完
成
予
定
）
は
校
舎
完

成
時
に
は
ク
ー
ラ
ー
が
入
る

予
定
。
耐
震
改
修
中
の
那
賀

中
学
校
は
改
修
終
了
後
ク
ー

ラ
ー
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

小
学
校
に
つ
い
て
も
、
全
て

の
教
室
に
扇
風
機
を
つ
け
る

と
２
千
万
円
程
度
か
か
る
と

思
う
が
子
ど
も
た
ち
が
落
ち

着
い
て
勉
強
が
で
き
る
環
境

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
空

調
設
備
に
つ
い
て
は
厳
し
い

が
、
扇
風
機
設
置
に
向
け
政

策
調
整
会
議
に
お
い
て
方
向

を
出
し
て
い
る
。

答

市
長
・
教
育
部
長

滞
納
を
ゼ
ロ
に

来
年
よ
り
設
置
を

滞
納
者
へ
の
督
促
・
戸
別
徴

収
を
行
う
と
と
も
に
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
給
食
費
の

支
払
い
が
困
難
な
家
庭
に
は
、

就
学
援
助
制
度
の
周
知
も
含

め
滞
納
の
解
消
に
向
け
一
層

努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

教室に設置された扇風機
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「
く
だ
も
の
王
国
」
と
自

負
し
て
い
る
紀
の
川
市
も
、

耕
作
放
棄
地
や
就
農
者
の
高

齢
化
が
進
み
、
農
業
産
出
額

の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

　

果
樹
地
帯
に
は
急
傾
斜
地

が
多
く
、
田
も
ほ
場
整
備
が

で
き
て
い
な
い
状
況
の
中
で

農
地
の
集
約
化
も
ま
ま
な
ら

な
い
。

　

さ
ら
に
、
最
近
の
国
の
米

作
を
中
心
と
し
た
、
戸
別
所

得
補
償
制
度
等
の
施
策
は
、

和
歌
山
の
農
業
に
は
ほ
と
ん

ど
効
果
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え

る
と
行
政
も
農
業
者
自
身
も

も
っ
と
危
機
感
を
持
ち
、
地

域
農
業
が
生
き
残
る
道
を
模

索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

市
は
国
や
県
の
農
業
施
策

に
従
う
だ
け
で
は
な
く
、
市

独
自
の
「
土
地
と
人
」
対
策

を
考
え
た
施
策
を
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

問

　

本
市
の
農
業
生
産
額
は
、

平
成
７
年
に
は
２３７
億
円
で

あ
っ
た
が
、
平
成
１７
年
に
は

１６１
億
円
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

葉
ボ
タ
ン
以
外
す
べ
て
の
品

目
で
減
少
し
て
い
る
。

　

人
対
策
と
し
て
担
い
手
へ

は
、
市
独
自
の
支
援
も
行
い
、

新
規
就
農
者
に
も
JA
と
相

談
し
な
が
ら
の
対
策
は
行
っ

て
い
る
が
、
ほ
場
整
備
や
農

地
の
基
盤
整
備
を
や
り
、
耕

作
に
便
利
な
農
地
に
し
な
い

と
担
い
手
も

な
か
な
か
就

農
し
て
く
れ

な
い
の
が
実

情
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め

ほ
場
整
備
等

の
推
進
に
つ

い
て
地
元
説

明
を
行
っ
て

い
る
が
、
受

益
者
の
負
担

金
の
問
題
も

あ
っ
て
、
熱

意
の
あ
る
人

も
い
る
が
な

か
な
か
ま
と

答

農
林
商
工
部
長

　

紀
の
川
市
の
基
幹
産
業
と

し
て
の
農
業
対
策
は
地
道
に

着
実
に
や
っ
て
い
く
以
外
に

方
法
は
な
い
と
思
っ
て
い
る

農
業
者
と
一
体
に
な
り
、
市

も
思
い
切
っ
た
施
策
を
し
て

い
き
た
い
。

答

市

長

　

受
け
た
い
サ
ー
ビ
ス
を
す

べ
て
受
け
ら
れ
な
い
方
と
い

う
の
は
当
然
お
こ
っ
て
く
る
。

そ
う
い
う
時
に
相
談
に
の
る

の
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
方
々
に
あ
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

相
談
に
の
っ
て
い
き
た
い
。

答

保
健
福
祉
部
長

　

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
会
社
と

い
う
民
業
と
の
兼
合
い
、
陸

運
局
と
の
協
議
や
許
認
可
と

い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
今

後
賛
同
し
て
頂
け
る
事
業
所

が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

答

保
健
福
祉
部
長

　

今
回
の
移
転
に
つ
い
て
は

多
額
の
予
算
を
要
す
る
と
い

う
中
で
、
市
と
の
連
携
を

も
っ
た
型
で
調
整
し
た
と
い

う
の
が
当
初
の
計
画
で
あ
る
。

答

教

育

部

長

　

確
定
し
た
も
の
で
は

な
い
が
お
お
む
ね
５０
億

円
程
度
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。

答

教

育

部

長

　

各
家
庭
に
ま
で
迎
え
に
行

き
利
用
し
て
頂
く
有
償
運
送

等
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す

る
。

答

市

長

危
機
感
の
共
有
を

西川　泰弘　議員

　

介
護
認
定
を
受
け
、

そ
れ
に
応
じ
て
介
護

サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ン
を

組
ん
で
も
、
利
用
す

れ
ば
利
用
料
が
い
る
。

少
な
い
所
得
の
人
は

サ
ー
ビ
ス
を
抑
制
す

る
傾
向
が
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
方
に
行

政
が
高
齢
者
福
祉
と

し
て
支
援
で
き
な
い

の
か
。

問

　

介
護
度
が
低
く
な
っ
た
た

め
に
、
今
ま
で
利
用
で
き
た

介
護
タ
ク
シ
ー
が
利
用
で
き

な
く
な
っ
た
と
い
う
方
の
た

め
に
、
そ
れ
に
替
わ
る
、
福

祉
有
償
運
送
と
い
う
事
業
が

あ
る
が
。

問

外出支援どうする

　

粉
河
中
学
校
の
移
転
に
反

対
し
て
い
る
最
大
の
問
題
は
、

教
育
環
境
と
通
学
路
の
安
全

確
保
と
い
う
事
に
強
い
疑
問

を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
職
務
権
限
に
も
と

づ
く
教
育
委
員
会
と
し
て
の

協
議
結
果
を
、
説
明
す
る
責

任
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

問
　

全
体
の
事
業
費
の
総

額
は
い
く
ら
に
な
る
の

か
。 問

事
業
費
は

い
く
ら
に
な
る

岡田　　勉　議員

ま
ら
な
い
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
自
分
達
の

農
地
が
い
ず
れ
耕
作
放
棄
さ

れ
、
荒
廃
す
る
と
の
危
機
感

を
農
業
者
、
行
政
が
共
有
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
る
。
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長
期
総
合
計
画
に
、
平
成

２９
年
度
の
将
来
人
口
は
７
万

人
と
あ
る
が
、
市
と
し
て
人

口
増
加
対
策
は
。

問

　

全
国
的
に
就
職
が
厳
し
い

が
、
和
歌
山
県
の
状
況
は
。

問
　

企
業
誘
致
の
目
標
は
、
地

域
社
会
の
発
展
で
あ
り
、
地

域
の
活
性
化
、
雇
用
を
増
や

す
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　

今
ま
で
何
社
誘
致
し
、
何

人
の
雇
用
が
あ
っ
た
か
。

問
　

人
口
増
加
に
は
企
業
誘
致

が
一
番
で
あ
り
、
雇
用
を
促

進
す
る
た
め
に
は
企
業
と
の

交
流
が
必
要
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
職
員

が
企
業
を
訪
問
す
る
こ
と
も

有
効
と
思
う
が
、
市
の
考
え

は
。

問

　

持
続
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
、
若
い
世

代
を
中
心
と
し
た
人
口
増
加

施
策
が
必
要
で
あ
る
。
全
庁

的
に
取
り
組
む
た
め
、
本
年

４
月
に
人
口
増
加
対
策
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
人
口
増

加
対
策
の
た
め
の
事
業
を
検

討
し
て
い
る
。

答

企

画

部

長

　

ご
み
問
題
は
、
環

境
破
壊
を
引
き
起
こ

さ
な
い
処
理
を
追
求

し
、
減
量
化
、
資
源

化
で
処
理
費
用
の
削

減
を
強
く
求
め
る
。

減
量
化
は
計
画
通
り

進
ん
で
い
る
か
。

問

　

高
齢
者
の
一
人
暮
し
、

ま
た
夫
婦
だ
け
の
人
達

へ
の
安
否
確
認
を
定
期

的
に
行
う
シ
ス
テ
ム
が

で
き
て
い
る
か
。

問

　

協
力
機
関
、
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

取
組
ん
で
は
。

問

　

一
般
廃
棄
物
総
排
出
量
は
、

１
万
８
千
８４４
ｔ
で
、
前
年

に
比
べ
５５５
ｔ
の
減
、
家
庭

系
ご
み
、
一
人
１
日
あ
た
り

の
排
出
量
は
６２３
ｇ
、
前
年

に
比
べ
１９
ｇ
の
減
、
事
業
系

は
、
２
千
１６４
ｔ
で
、
前
年

に
比
べ
２３
ｔ
の
増
だ
が
目

標
量
は
達
成
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。 答

市

民

部

長

　

住
民
基
本
台
帳
だ
け

で
は
、
実
態
が
つ
か
み

に
く
い
。

　

全
て
の
実
態
把
握
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
取
組
ん
で
い
き
た

い
。 答

保
健
福
祉
部
長

　

本
年
よ
り
「
地
域
気
づ
き

隊
」
事
業
を
始
め
て
い
く
。

　

郵
便
局
、
銀
行
、
農
協
、

新
聞
や
ヤ
ク
ル
ト
販
売
店
、

宅
配
業
者
な
ど
、
市
内
の
事

業
所
に
情
報
提
供
の
協
力
依

頼
を
行
っ
て
お
り
、
市
全
体

で
支
え
あ
っ
て
い
く
組
織
づ

く
り
を
確
立
し
、
事
故
等
を

未
然
に
防
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
く
。

答

保
健
福
祉
部
長

　

生
ご
み
の
堆
肥
化
は
、
販

路
や
活
用
に
課
題
が
多
い
。

　

解
決
策
を
示
し
、
焼
却
処

分
量
を
減
ら
せ
な
い
の
か
。

問

　

生
ご
み
の
堆
肥
化
は
、
塩

分
や
油
等
が
含
ま
れ
、
堆
肥

と
し
て
の
成
分
が
安
定
せ
ず
、

販
路
や
活
用
が
制
限
さ
れ
る
。

生
ご
み
処
理
の
普
及
と
し
て
、

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
広
域

施
設
組
合
に
生
ご
み
処
理
に

よ
る
土
壌
改
良
剤
、
肥
料
等

に
資
源
化
す
る
プ
ラ
ン
ト
導

入
と
事
業
化
へ
の
研
究
を
進

め
る
よ
う
提
言
し
た
い
。

答

市

民

部

長

　

県
下
の
大
卒
の
就
職
者
は

９２３
人
で
、
大
卒
者
１
千
５７４

人
に
対
し
て
５８.６
％
と
な
っ

て
お
り
、
全
国
の
６０.８
％
よ

り
も
低
く
な
っ
て
い
る
。

答

農
林
商
工
部
長

　

３８
社
誘
致
し
、
本
年
４

月
１
日
現
在
の
正
規
雇
用
者

数
は
合
計
で
１
千
６１８
人
で

そ
の
内
紀
の
川
市
在
住
の
方

が
５８８
人
と
な
っ
て
い
る
。

答

企

画

部

長

　

企
業
立
地
連
絡
協
議
会
の

中
で
の
連
携
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
、

安
全
教
育
研
修
と
幅
広
く
交

流
し
て
い
る
。
ま
た
企
業
と

ト
ッ
プ
の
情
報
交
換
も
行
っ

て
い
る
。

答

企

画

部

長

　

私
が
行
く
よ
り
も
職
員
が

行
っ
て
話
し
を
す
る
ほ
う
が

企
業
に
も
い
い
面
も
あ
る
。

今
は
第
二
北
勢
田
工
業
団
地

の
完
成
に
向
け
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
る
。
事
業
が
完

了
す
れ
ば
一
人
ぐ
ら
い
職
員

を
増
員
し
て
市
と
企
業
と
の

交
流
を
深
め
て
い
く
。

答

市

長

井沼　武彦　議員

吉田隆三郎　議員

市の元気は
企業誘致から

ごみを減らす研究を

見
守
り
、

話
相
手
づ
く
り
を

桃山第２工業団地

生ごみの資源化への研究を
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国
道
４８０
号
の
紀
の

川
市
平
野
、
穴
伏
間

の
整
備
促
進
の
取
り

組
み
は
。

問
　

現
在
、
未
整
備
区

間
は
、
県
市
長
会
、

県
議
会
建
設
委
員
会

を
通
じ
要
望
し
て
い

る
。

　

今
後
と
も
、
国
・
県
に
対

し
、
小
規
模
な
局
部
改
良
だ

け
で
な
く
計
画
的
な
道
路
整

備
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
し

て
い
き
た
い
。

答

建
設
部
長

　

和
歌
山
県
と
大
阪
府
の
強

い
要
望
が
実
り
、
平
成
２１
年

答

建

設

部

長

　

名
手
駅
前
か
ら
県

道
西
川
原
名
手
栄
町

線
は
新
町
公
園
交
差

点
ま
で
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　

粉
河
那
賀
線
の
整

備
は
進
行
し
て
い
る

が
馬
宿
交
差
点
名
手

区
間
１.２
㎞
に
つ
い
て

は
、
現
道
対
策
に
て

部
分
的
に
実
施
す
る

と
の
こ
と
で
あ
り
、

早
期
整
備
を
促
し
て

い
き
た
い
。

答

建
設
部
長

　

国
道
４８０
号
に
関
し
て
は
、

大
阪
和
歌
山
を
結
ぶ
紀
の
川

市
の
東
の
玄
関
口
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
す
道
路
で
、

早
期
完
成
が
沿
線
市
町
村
の

長
年
の
願
い
で
あ
り
、
計
画

的
に
整
備
す
る
よ
う
要
望
し

て
い
く
。

　

京
奈
和
自
動
車
道
の
ア
ク

セ
ス
道
路
整
備
促
進
に
つ
い

て
は
、
粉
河
那
賀
I.C
だ
け

で
は
な
く
打
田
I.C
ア
ク
セ

ス
道
路
に
つ
い
て
も
県
道
か

ら
の
乗
り
入
れ
に
な
る
の
で

県
に
対
し
早
急
な
整
備
促
進

を
要
望
し
て
い
く
。

答

市

長

府県間の道路整備

国道480号

坂本　康隆　議員

　

府
県
境
鍋
谷
峠
道
路
第
三

ト
ン
ネ
ル
の
着
工
の
方
向
性

は
。 問

　

京
奈
和
自
動
車
道
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
整
備
の
進
捗
と
、

粉
河
那
賀
I.C
か
ら
中
ノ
才

馬
宿
線
、
馬
宿
名
手
市
場
線

の
事
業
開
始
は
。

問 ア
ク
セ
ス
道
路

　
　
　
　

の
整
備

度
に
国
直
轄
権
限
代
行
事
業

と
な
り
、
現
在
、
地
質
調
査
、

水
門
調
査
、
ト
ン
ネ
ル
工
事

の
詳
細
設
計
に
着
手
し
て
い

る
。
一
日
も
早
い
完
成
に
向

け
て
、
要
望
活
動
を
し
て
い

き
た
い
。

議会を傍聴してみませんか
　市議会の定例会は、３・６・９・１２月の年４回開催されています。

市議会では、市民の皆さんの生活に直結した重要な問題が審議されています。

　市民の皆さんが選んだ議員の活動状況や、市政の内容を知るためにもぜひ本会

議・委員会を傍聴にお越しください。

【傍聴手続き】

　傍聴を希望される方は、当日受付で住所・氏名・

年齢を記入していただき、入場してください。

（本会議傍聴定員は、３０人）

【受付場所】

　本 会 議：本庁舎４階議会事務局

　委 員 会：本庁舎南別館３階大会議室

日程など、詳しいことは、議会事務局（０７３６-７７-０８９２）までお問い合わせください。
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８
月
２
日
・
３
日
の
両
日
、

厚
生
常
任
委
員
会
８
名
が
愛

知
県
刈
谷
市
と
三
重
県
桑
名

市
へ
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　

刈
谷
市
で
は
、
環
境
基
本

計
画
、
地
球
温
暖
化
対
策
地

域
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
環

境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
も
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

紀
の
川
市
内
で
も
、
各
家

庭
に
お
い
て
、
朝
顔
や
ゴ
ー

ヤ
な
ど
の
つ
る
性
植
物
で
緑

の
カ
ー
テ
ン
を
作
ら
れ
て
い

る
の
を
見
か
け
ま
す
が
、
刈

谷
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
環
境
学
習
推
進
の
た
め
行

政
が
中
心
と
な
り
、
市
役
所

庁
舎
を
は
じ
め
、
市
内
全
幼

稚
園
、
保
育
園
、
小
中
学
校

の
計
６３
ヶ
所
の
施
設
で
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
事
業
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策

と
し
て
、
一
般
家
庭
向
け
に

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

事
前
の
参
加
登
録
と
実
績
報

子育て支援について（桑名市）

公立施設の壁面緑化

告
が
必
要
で
す
が
、
入
賞
者

に
は
賞
品
が
進
呈
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
年
々
参
加
者
も

増
え
て
い
る
そ
う
で
、
参
加

さ
れ
た
方
か
ら
「
日
陰
が
で

き
涼
し
い
の
で
、
ク
ー
ラ
ー

を
使
う
回
数
が
減
っ
た
」
、

「
生
き
物
を
育
て
る
心
や
環

境
に
対
す
る
意
識
が
深
ま
っ

た
」
な
ど
効
果
が
あ
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

か
り

や

く
わ

な

　

桑
名
市
で
は
、
子
育
て
支

援
施
策
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
が
、
協
賛
店
舗
で

割
引
が
受
け
ら
れ
る
「
く
わ

な
ス
ク
ス
ク
カ
ー
ド
」
の
発

行
や
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の

設
置
、
会
社
内
外
で
子
育
て

支
援
を
積
極
的
に
行
う
企
業

を
紹
介
す
る
「
子
育
て
応
援

企
業
登
録
事
業
」
な
ど
、
地

域
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
を

推
進
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
育
士
が
公
園
な

ど
に
出
向
き
、
就
学
前
の
子

ど
も
と
遊
ん
だ
り
、
子
育
て

に
関
す
る
保
護
者
か
ら
の
相

談
を
受
け
た
り
情
報
を
提
供

す
る
「
あ
お
ぞ
ら
出
前
保

育
」
や
、
年
間
を
通
じ
て
、

中
高
生
に
乳
幼
児
や
保
護
者

に
接
す
る
機
会
を
与
え
、
子

育
て
の
楽
し
さ
・
難
し
さ
、

命
の
尊
さ
を
感
じ
て
も
ら
う

「
わ
く
わ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
な
ど
を
実
施
し
、

次
世
代
の
親
の
育
成
や
児
童

虐
待
防
止
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

厚
生
常
任
委
員
会　

視
察
研
修
報
告

　

７
月
２９
日
・
３０
日
に
、
議

会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
７

名
が
滋
賀
県
栗
東
市
議
会
と

毎
日
新
聞
大
阪
本
社
へ
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

栗
東
市
は
、
人
口
約
６
万

４
千
人
、
面
積
52 

km2

の
市

で
、
名
神
高
速
道
路
栗
東
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設
や

国
道
の
整
備
な
ど
に
よ
っ
て

交
通
の
便
が
よ
く
、
数
多
く

の
企
業
が
立
地
し
て
い
ま

す
。
ま
た
日
本
中
央
競
馬
会

栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
も
有
名
で
す
。

　

東
海
道
新
幹
線
の
新
駅
建

設
事
業
が
計
画
半
ば
で
の
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
の

こ
と
が
市
の
財
政
と
ま
ち
づ

く
り
に
与
え
る
影
響
は
、
非

常
に
大
き
い
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

栗
東
市
議
会
で
は
、
議
会

広
報
編
集
特
別
委
員
会
の
７

人
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な

り
、
議
会
だ
よ
り
を
編
集

し
、
本
市
と
同
じ
く
一
般
質

問
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
各

質
問
者
が
作
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

の
中
で
、
記
事
を
取
捨
選
択

毎日新聞の編集風景

栗東市議会

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
苦
慮

し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
読

み
手
の
身
に
な
っ
て
、
わ
か

り
や
す
く
ま
と
め
る
難
し
さ

を
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
広
報
の
配
布
を
自
治

会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
高

い
自
治
会
加
入
率
に
よ
り
配

布
も
れ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と

聞
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
保

持
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

栗
東
市
は
財
政
の
健
全
化

を
図
る
た
め
経
費
削
減
を

行
っ
て
お
り
、
議
会
広
報
の

ペ
ー
ジ
数
が
限
ら
れ
る
な

か
、
議
会
で
審
議
さ
れ
た
こ

と
を
公
平
、
中
立
な
立
場
で

伝
え
、
議
会
活
動
が
市
民
の

皆
さ
ん
に
よ
く
わ
か
る
よ
う

工
夫
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会　

視
察
研
修
報
告

議
会
だ
よ
り
を
作
成
す
る
う

え
で
、
お
お
い
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

次
に
毎
日
新
聞
大
阪
本
社

で
は
、
そ
の
日
の
夕
刊
の
発

行
過
程
を
間
近
に
見
学
し
、

記
事
の
編
集
作
業
、
校
正
、

地
下
５
階
で
の
輪
転
機
に
よ

る
印
刷
、
配
送
ま
で
の
工
程

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
見
出
し
や
レ
イ
ア
ウ

ト
、
写
真
の
配
置
な
ど
、
議

会
広
報
づ
く
り
に
生
か
せ
る

部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ど
う
す
れ
ば
議
会
の
内
容

を
わ
か
り
や
す
く
市
民
の
皆

さ
ん
に
伝
え
て
い
け
る
の

か
、
本
委
員
会
は
こ
れ
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。



　

７
月
14
日
、
大
館
市
議

会
建
設
水
道
常
任
委
員
会

の
皆
さ
ん
が
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
に
つ

い
て
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
那
賀
支
所
に
お

い
て
、
担
当
部
よ
り
当
市

の
計
画
・
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
し
、
意
見
交
換

し
た
後
、
現
在
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
を
活
用
し
整
備

中
で
あ
る
名
手
駅
東
側
の

市
道
名
手
市
場
麻
生
津
線

の
現
地
視
察
を
行
な
い
ま

し
た
。

お
お  

だ
て

秋
田
県
大
館
市
議
会
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７
月
20
日
、
大
野
城
市

議
会
公
明
党
議
員
団
の
皆

さ
ん
が
、
ふ
る
さ
と
ま
ち

づ
く
り
寄
付
金
に
つ
い
て

視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
本
庁
で
、
担
当

部
よ
り
当
市
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
現
状
等
を
説
明
し

た
後
、
今
後
の
課
題
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

お
お  

の  

じ
ょ
う

福
岡
県
大
野
城
市
議
会

　

７
月
23
日
、
那
智
勝
浦

町
議
会
総
務
常
任
委
員
会

の
皆
さ
ん
が
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
状
況
、
地
産
地
消

の
推
進
に
つ
い
て
視
察
に

訪
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
本
庁
舎
に
お
い

て
、
担
当
部
よ
り
給
食
セ

ン
タ
ー
の
運
営
状
況
や
地

元
食
材
調
達
方
法
等
に
つ

い
て
説
明
し
、
意
見
交
換

し
た
後
、
粉
河
給
食
セ
ン

タ
ー
の
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

那
智
勝
浦
町
議
会

粉河給食センター

他市町の議会議員が

当市を視察に

訪れました。

他市町の議会議員が

当市を視察に

訪れました。

　

７
月
23
日
、
舞
鶴
市
議

会
港
湾
・
交
通
対
策
特
別

委
員
会
の
皆
さ
ん
が
、
地

方
鉄
道
の
運
営
に
つ
い
て

視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

和
歌
山
電
鐵
貴
志
川
線

の
現
状
・
経
営
経
過
・
自

治
体
の
支
援
策
等
を
説
明

し
、
「
た
ま
駅
長
」
や

「
い
ち
ご
電
車
」
な
ど
の

利
用
者
を
増
や
す
た
め
の

Ｐ
Ｒ
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
後
、
建
替
中
の
「
貴

ま
い  

づ
る

京
都
府
舞
鶴
市
議
会

志
駅
の
た
ま
駅
舎
」
や

「
た
ま
電
車
」
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

８
月
９
日
、
郡
上
市
議

会
産
業
建
設
常
任
委
員
会

の
皆
さ
ん
が
、
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

青
洲
の
里
レ
ス
ト
ラ
ン

華
で
健
康
バ
イ
キ
ン
グ
の

昼
食
を
と
り
、
そ
の
後
、

視
察
を
行
い
ま
し
た
。
視

察
は
、
担
当
部
よ
り
レ
ス

ト
ラ
ン
華
の
役
割
と
概
要
、

食
育
推
進
計
画
や
青
洲
の

里
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

説
明
し
、
質
疑
・
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

ぐ　

 

じ
ょ
う

岐
阜
県
郡
上
市
議
会

　

健
康
バ
イ
キ
ン
グ
は
、

大
変
好
評
で
し
た
。
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特　集 Part8紀の川市の歴史を散歩
　紀の川市役所桃山分庁舎の前を南へ進み、

神田地区の中に入ると東側の山裾に三船神

社の鳥居が見える。ここは、桃山の荒川荘

の産土神で、主祭神は木・家・船の神様で

この地の川に降臨されたと伝わる木霊屋船

神、そして古代から祭祀を行った忌部氏の

祖先神の太玉命・彦狭知命である。

　創建は、約2000年前の第十代崇神天皇の

妃がこの地の出身であったことから、天皇

の皇女が創祀したという説や黒川地区の社

が発祥という説がある。

　本殿・摂社は国指定の重要文化財。桧皮

葺の優美な局面を持つ三間社流造の本殿、

春日造の摂社二社は桃山時代の豪華で力強

い建築である。弁柄の赤に華やかな多色使

いの彩色、弘法大師の伝承や中国の説話を

題材にした精緻な彫刻の数々は格式高い。

　木食応其上人が1590年に火災により消失

していた本殿を再建した。やや遅れて1599

年に摂社を再建した。この時の建造にあ

たったのは、根来(現在の岩出市)の大工、刑

部左衛門である。この一族は技術が高く仙

台の伊達政宗に招かれ、国宝瑞巌寺なども

手がけている。江戸時代には幕府の作事方

大棟梁に任命され全国に知られた。

　１０月の第３日曜日には、この美しい社

に多くの氏子が集うまつりが開かれる。

　また旧暦の７月晦日から８月１４日まで

行われる、八幡神社(八幡宮)のお渡りという

神事は三船神社から出発し、再び戻る。こ

れは、最上地区にあった八幡神社が三船神

社に合祀されたので、年１回神様がもとの

場所へ帰られるのを、大人から子どもまで

たいまつを持って送迎するのだという。

　主祭神やまつりを通してこの地域の古く

からの成り立ちをうかがい知ることができ

る。集まった人々は、笑顔でつながり、子

どもたちへと地域の誇りを伝えていく。ま

さに土地の鎮守の神様である。

やま すそ

うぶ  すな  かみ

かみ

こ　だま　 や  ふねの

いん　べ

ふとだまのみこと ひこ　さ　じりのみこと

ひ　わだ

ぶき

もく  じき  おう   ご   しょうにん

ぎょう

ずい  がん   じ

みそか

ぶ　   ざ 　 え   もん

※1

※1 豊臣秀吉の焼き討ちから高野山を守り、橋本の町を開

くとともに、高野周辺の寺社の復興に尽力した。

桃源郷に古くから受け継がれる土地の守り神への信仰 ー三船神社ー

三船神社

国道24号線

国道424号線

和歌山打田線

桃源郷（あら川の桃）

至高野山

至和歌山市

至橋本

紀の川紀の川

岩出橋

井阪橋

高島橋高島橋

竹房橋

柘榴川

貴志川貴志川

桃山支所

桃山

グラウンド

打田総合スポーツ公園

安楽川保育所

安楽川
小学校

荒川中学校

八幡宮（御旅所）

桃源郷
運動公園

桃山保健福祉センター

岩
出
駅

下井阪駅 打田駅

桃
山
下
井
阪
線

国道424号線

ざくろ

▲安楽川荘惣絵図　個人蔵（1837年)
　『京都・安楽寿院と紀州・“あらかわ”』県立博物館から転載
▲安楽川荘惣絵図　個人蔵（1837年)
　『京都・安楽寿院と紀州・“あらかわ”』県立博物館から転載

▲八幡宮のお渡り　子どもたちがたいまつを持って歩く

▲お宮参り

▲▲

▼本殿と摂社二社

秋まつり

三船神社
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打田中学校吹奏楽部

みんなの力で打ち上がりました。

よさこい集団   風
猛乱舞

たまステーション

ぜん息封じのへちま加持

（十禅律院）

ピンクリボンサイクリング

　

七
月
に
行
わ
れ
た
参
議
院

選
挙
で
は
民
主
党
が
過
半
数

を
割
り
込
む
大
敗
を
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
も
去
年
の
衆
議
院
選

挙
で
大
勝
し
な
が
ら
政
治
と

金
の
問
題
、
経
済
対
策
等
に

適
切
な
対
応
が
で
き
な
か
っ

た
の
が
大
き
な
原
因
だ
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
九
月
に
行
わ
れ
た

民
主
党
の
代
表
選
挙
で
は
消

極
的
支
持
で
あ
っ
た
と
は
い

え
、
菅
氏
が
再
選
さ
れ
新
し

く
政
権
が
出
発
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
マ
ス
コ
ミ
の
報

道
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

将
来
の
日
本
を
見
す
え
、
厳

し
く
見
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

紀
の
川
市
も
ご
み
処
理
施

設
建
設
、
新
庁
舎
建
設
、
粉

河
中
学
校
の
移
転
等
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

未
来
の
紀
の
川
市
の
た
め

に
今
が
大
切
で
す
。

　

議
会
広
報
は
、
本
当
の
市

民
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る

た
め
の
一
助
に
な
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。（

Ｎ
・
Ｔ
）


